
「京阪神輸血･免疫・血液研究会」第１５回講演会 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

「京阪神輸血･免疫・血液研究会（前・京大輸血医学研究会）」の平成 28年度講演会を 

下記のとおり開催することに致しましたので、ご参加いただきたくご案内申し上げます。 

                                       敬具 

記 

 

開催日時：平成 28年 10月 29日（土） 14時 00分～16時 45分 

開催地 ：〒530-0005 大阪市北区中之島 4-3-53 

TEL 06-6444-2100   

会場  ：大阪大学中之島センター 10F 佐治敬三メモリアルホール 

参加費 ：無料 

希望者には京阪神輸血･免疫・血液研究会第１５回講演会参加証明書発行 

 

テーマ：輸血・免疫・血液医療の将来 

  

 

14:00～14:40  座長 兵庫県赤十字血液センター 荒木 延夫 

「洗浄血小板-------その歴史・性状・適応・今後の課題について」 

        旭川医科大学小児科 東 寛 先生 

 

14:40～15:20  座長 日本赤十字社近畿ブロック血液センター 沖 学 

 「ヒト間葉系幹細胞の造血幹細胞移植への応用」 

           京都大学医学部附属病院輸血・細胞治療部 三浦 康生 先生 

 

休憩 15:20～15：25 

 

15:25～16:05  座長 かしいクリニック 柏井三郎 

「iPS細胞技術を用いたがん抗原特異的キラーT細胞の再生 

           — 他家移植の系で使える T細胞製剤の開発— 」 

京都大学再生医学研究所 再生免疫学分野 河本 宏 先生 

 

16:05～16:45  座長 京都大学医学部附属病院輸血・細胞治療部 前川 平 

「本態性血小板血症と妊娠：インターフェロン治療」 

医仁会武田総合病院 血液内科 吉田 彌太郎 先生  

         

主催 ：京阪神輸血・免疫・血液研究会 

共催 ：日本輸血・細胞治療学会近畿支部 

        

 「京阪神輸血･免疫・血液研究会」  世話人代表 柏井三郎                                 


